
 
 
 

国語科学習指導案 
 

「効果的な話し方をしよう」 
（中学校 第２学年） 
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【『「現在求められている教育」を関連させた学習指導』平成 22 年３月】 

 

 研究成果物冊子『「現在求められている教育」を関連させた学習指導』

の６ページに記載されている「指導計画作成モデル」に基づいて、「キャ

リア教育」と「読解力向上に関する教育」を関連させた単元の指導計画を

作成し、中学校第２学年国語科で実施した学習指導案です。 
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１ 学年    中学校 第２学年 

 

２ 教科名   国語 

 

３ 教科目標   

  国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思 

 考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を尊重する態度 

 を育てる。 

   

４ 単元名   「効果的な話し方をしよう」 

 

５ 単元目標 

  社会生活の中から話題を決め、話すための材料を多様な方法で集め整理する。 

  相手の立場や考えを尊重し、目的に沿って話し合い、互いの意見を検討して自分の考 

 えを広げる。 

 

６ 児童・生徒の現状から判断したこの単元で「主に付けたい力」 

  生徒が、自分の思いを他者にうまく伝えることができずに、困っている場面をよく見 

 掛ける。そこで、この単元では、「相手」を意識し、「何を伝えるか」を考えさせること 

 で、効果的な話し方を学ばせ、表現する力の育成を目指す。 

  総合的な学習の時間に実施する職場体験活動と関連させた話題を提示し、身近な話題 

 で学習意欲を高め、課題を解決する力の育成を目指す。 

 

７ 関連させる教育 

 ○キャリア教育 

  総合的な学習の時間に職場体験活動の事前学習をしており、その学習との関連を図り、  

 生徒にとって身近な題材を提示することを通して、課題を解決する力の育成を目指す。 

○読解力向上に関する教育 

  市の観光協会が発行している「観光協会便り」等から必要な情報を取り出し、その情 

 報を基にプレゼンテーションの内容を考え、班ごとにまとめたものを発表する学習活動

を通して、課題を解決する力や表現する力の育成を目指す。 

 

８ 単元の指導計画 

（１）単元の時間数 ４時間扱い 
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（２）単元の評価規準表 

国語への 
関心・意欲・態度 

話す・聞く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

①市の良いところを紹介し
ようという課題に関心を
持ち、市で働く人々の立場
になり、紹介文を考えてい
る。 

 
 

②自分の意見を述べるとともに、
他者の意見との違いを聞き取っ
ている。 

③話の内容や目的に応じた語句を
選択し、話の順序や話し方を考
えて、印象に残る発表になるよ
うに話し合っている。 

④話し方の工夫やその効果につい
て考えながら聞いている。 

⑤言葉の意味や使い方に注意し、
相手に効果的に伝えるための
話し方を理解している。 

⑥聞き手を意識して、話し方や
話の組み立て、資料などを工
夫し、説得力のあるプレゼン
テーションを行うことができ
る。 

 
 
（３）単元の指導計画  太字で下線が引いてあるものは本単元で「主に付けたい力」 

時
間 

学習 
内容 

「付けたい力」 
(教師の指導内容)

児童の学習活動 指導上の留意点 
評価規準

関 話 知

１ 
 

効果的なプレゼ
ンテーションを
するためのポイ
ントを知ろう 

情報を取り出す力
（テキストから必要
な情報を意識して取
り出させる。） 

○教科書を読み、プレゼ
ンテーションについ
ての基本的な知識を
得る。 

◇ブレーンスト 
 ーミング、KJ 
 法等の手法を 
 学習する。 

  ⑤

２ 

課題に沿って、
プレゼンテーシ
ョンを作成しよ
う 

課題を解決する力
（市で働いている人
々の立場から、自分
たちの市の良いとこ
ろについて考えさせ
る。） 

伝え合う力 
（班内で意見を交流
させながら、まとめ
させる。) 

○自分たちの市の良い
ところはどこか、見所
は何かなどを挙げ、売
り込みのアイディア
を考え提案する。 

○ブレーンストーミン
グでそれぞれの意見
を出し合う。 

○班として役割分担を
決めプレゼンテーシ
ョン資料を作成する。

◇市の観光協会 
 が発行してい 
 る「観光協会 
 便り」を資料 
 として活用す 
 る。 
 

① ②

 
 
 
３ 
 
 

プレゼンテーシ
ョンの改善点に
ついて話し合お
う 

表現する力 
（班内で効果的な発
表について検討させ
る。） 

○班の発表について気
付いたことを書き出
し、効果的な発表にな
るように話し合う。 

◇班でそれぞれ 
 が気が付いた 
 ところを話し 
 合いアイディ 
 アをまとめさ 
 せる。 

 ③

４ 
 

プレゼンテーシ
ョンを行い、相
互評価と自己評
価をしよう 

表現する力 
（課題について、班
ごとに発表させる。）
他者を理解する力

（相互評価を通して、
他者の良い点につい
て気付かせる。） 

○班ごとにプレゼンテ
 ーションを行う。 
○他の班の発表を聞き、
 良いと思う点を記録
 する。 

◇発表を聞いて 
 相互評価をす 
 る。 

 ④ ⑥

※丸数字は単元の評価規準表に対応、太枠内が本時の学習 
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９  本 時 の 学 習 （ 単 元 の ２ 時 間 目 ）  
（１） 本時の目標  

    「市の良いところを紹介しよう」という課題について、市で働く人々の立場になっ 

   て紹介文を考え、自分の意見を述べるとともに、他者の意見との違いを聞き取るこ 

   とができる。 
 

 
（２）準備物 
   市の観光協会が発行している「観光協会便り」、模造紙、付箋紙、画用紙、マジック、 
   マグネット 
 
（３）本時の展開 

過 
程 

付けたい力 
（教師のねらい） 

学習活動の流れ 指導上の留意点 
評価規準 

[評価方法]

 
 
導 
 
入 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 

 
課題を解決する力 

（市で働いている人
々の立場から、自分
たちの市の良いとこ
ろについて考えさせ
る。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝え合う力 
（班内で意見を交流
させながら、まとめ
させる。) 

○自分たちの市の良いと
  ころはどこか、見所は
  何かなどを挙げ、売り
  込みのアイディアを考
  え提案する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

○ブレーンストーミン
 グでそれぞれの意見
 を出し合う。 
 
○付箋紙を模造紙には 
 り付け、ＫＪ法でま 
 とめる。 
 
○班として役割分担を決
  めプレゼンテーション
  資料を作成する。 
 
 
 

 
◇市の観光協会が発行して 
  いる「観光協会便り」を 
  資料として活用させる。 
◇市で働く人々の立場や、 
 市の観光協会の人の立場 
 になって、考えさせる。 
◇考えた紹介文を付箋紙に 
 書かせ、後で模造紙には 
 らせる。  
 
 
 
 
 
 
◇意見に対して否定的なこ 
 とを言わないように指示 
 をする。 
 
◇出し合った意見を、班ご 
 とにＫＪ法でまとめさせ 
 る。 
 
◇効果的なプレゼンテーシ 
  ョンになるように、互い 
 の意見を交流させなが 
 ら、まとめの作業を行わ 
 せる。 
 
 

 
【 関 心 ・ 意

欲・態度】 

市の良いとこ

ろを紹介しよ

うという課題

に関心を持ち、

市で働く人々

の立場になり、

紹介文を考え

ている。 

[観察、付箋 

紙] 
 
 
 
【話す・聞く

能力】 

自分の意見を

述べるととも

に、他者の意

見との違いを

聞き取ってい

る。[観察、付

箋紙、模造紙]

 

 

 ※点線内が予想される生徒の発言 
 
 
 
 

・市の良いところは、漁

 業関係者が多く、新鮮

 な魚が食べられるこ

 と。 

・海だけではなく、山もあ

 り、果物も美味しい。 
・お年寄りも安心して暮

 らせる市。 
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（４）本時の学習評価 

【国語への関心・意欲・態度】 

学習活動における具体の評価規準
市の良いところを紹介しようという課題に関心を持ち、市で働

く人々の立場になり、紹介文を考えている。 

「十分満足できる」状況（Ａ）と

判断した具体的状況例 

課題に関心を持ち、職場体験活動の事前学習で学んだ市内で働

く人の言葉や、「観光協会便り」から的確に必要な情報を取り出

し、紹介文を考えている。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

評価した生徒への手だて 

職場体験活動の事前学習で学んだ市内で働く人の言葉を思い出

させたり、「観光協会便り」を活用する視点を示したりしなが

ら、市の良いところについて再度考えさせる。 

 

【話す・聞く能力】 

学習活動における具体の評価規準
自分の意見を述べるとともに、他者の意見との違いを聞き取っ

ている。 

「十分満足できる」状況（Ａ）と

判断した具体的状況例 

自分の意見を述べるとともに、他者の意見との違いや共通点を

聞きとって、まとめることができる。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

評価した生徒への手だて 

自分の意見と似ている意見や違う意見があるかどうか尋ね、自

分の言葉で言い換えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




